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2018年度秋季（第39回）情報通信学会大会・
国際コミュニケーション・フォーラム開催のご案内

����������������������������������������公益財団法人　情報通信学会
����������������������������������������������会　長　川　崎　賢　一

2018 年度秋季は、学会設立 35 周年記念国際コミュニケーショ
ン・フォーラムを 11 月 16 日（金）に東京大学本郷キャンパスの
伊藤謝恩ホールにおいて開催。また、東京大学を開催校として、
情報通信学会大会を 11 月 17 日（土）駒場Ⅱキャンパスにおいて
開催いたします。

公益財団法人情報通信学会設立35周年記念
2018年度秋季（第39回）

国際コミュニケーション･フォーラム

新時代の情報通信政策「行動インサイト」×「AI」×「IoT」
2018 年 11 月 16 日（金）

10：30～17：00
会場　東京大学　伊藤謝恩ホール

東京都文京区本郷 7－3－1
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2018年度秋季（第39回）情報通信学会大会
個人研究発表　研究会報告　特別報告

2018年11月17日（土）
10：00～16：30

会場　東京大学　駒場Ⅱキャンパス
東京都目黒区駒場4－6－1

学会大会参加申込
参 加 費　正会員及び賛助会員 4,000 円　正会員（院生）2,000

円　非会員 6,000 円
学部学生は会員・非会員問わず 1,000 円

懇親会費　一般 5,000 円　大学院生 3,000 円
昼食弁当（お茶付き）1,000 円（事前申込者のみ）
申込方法　学会ホームページよりお申込みの上、同封の振込用

紙にて参加費、懇親会費、弁当代を 11 月 9 日（金）
までにお振込みください。
※会場近隣は食堂等の数に限りがございますので、
ご希望の方は学会に昼食用のお弁当をお申込み
ください。

資　　料　個人研究発表資料は学会ホームページよりダウン
ロード可能です。

＊国際コミュニケーション・フォーラム会場とキャンパスが
異なりますので、ご注意ください。

2018年度秋季（第39回）情報通信学会大会

駒場Ⅱキャンパス　キャンパスマップ

教室　3号館南棟 M251 M253 156教室
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会場案内
東京大学　駒場Ⅱキャンパス
東京都目黒区駒場4－6－1

交通案内
京王井の頭線・駒場東大前駅西口から徒歩10分
京王井の頭線・池ノ上駅から徒歩10分
小田急線／東京メトロ千代田線・代々木上原駅より徒歩12分
小田急線・東北沢駅から徒歩8分



2018年度秋季（第39回）学会大会プログラム
日時：11月17日（土）10：00〜16：30
場所：東京大学駒場Ⅱキャンパス

主　催　公益財団法人情報通信学会

M253教室 M251教室 156教室
午前 会場A（アーリーバードの部） 会場B 会場C

10：00～
12：00

高齢者に適応した番組ジャンル別クローズ
ドキャプション提示形式の検討
稲瀬達也（芝浦工業大学大学院生）
中村広幸（芝浦工業大学）
藤田和宏

オンラインニュース報道から見る中韓の仮
想通貨法関連問題について
─ナラティブ分析を中心に─
朴香花（名古屋大学）

本の形態を用いた情報流通による文化的社
会に関する考察
鈴木秀顕（社会デザイン協会）
布川博士（岩手県立大学）

討論者：西岡洋子（駒澤大学） 討論者：山口浩（駒澤大学） 討論者：大向一輝（国立情報学研究所）
「アニメ番組」における民放地方テレビ局
の編成戦略分析
─毎日放送(MBS)と東京メトロポリタンテ
レビジョン(MXTV)の事例から─
鈴木克実（高知工科大学大学院生）

Effects of watchdog journalism on public
opinion in the era of fake news
Cheng,�John�William（早稲田大学）

韓国の放送分野におけるメディアリテラシ
ー教育強化の背景に関する考察
三澤かおり（マルチメディア振興センター）

討論者：内山隆（青山学院大学） 討論者：杉原佳尭（グーグル合同会社） 討論者：齋藤長行（慶應義塾大学）
パーソナライゼーションサービスにおける
情報と機能の価値評価
─ZOZOSUITを対象とした分析─
吉村瞭（静岡大学学部生）
櫻田京之介（静岡大学学部生）
神田健志（静岡大学学部生）
高口鉄平（静岡大学）

居住地域に関する情報発信と共感を得るた
めの課題
柴田怜（聖学院大学）

ディジタルコンテンツ映像表示方式の感性
的評価法を用いた検討
田畑恒平（京都産業大学）

討論者：高崎晴夫（KDDI総合研究所） 討論者：河井孝仁（東海大学） 討論者：植田康孝（江戸川大学）
北朝鮮のIT政策
─半導体、ソフトウェア開発、ネットワー
クそして人材育成─
小宮山功一朗（慶應義塾大学大学院生）

クチコミマーケティングの業界ガイドライ
ンのあり方に関する基礎的研究
山口浩（駒澤大学）
井上一郎（江戸川大学）

公共放送のモバイル活用とマルチプラット
フォーム戦略─地域社会における役割の変
化に焦点を当てて（BBC、CBC、ABC・
SBSの事例より）─
藍澤志津（マルチメディア振興センター）
米谷南海（マルチメディア振興センター）

討論者：三澤かおり（マルチメディア振興センター）討論者：山口真一（国際大学GLOCOM） 討論者：菅谷実（白鴎大学）
司会者：高崎晴夫（KDDI総合研究所） 司会者：小笠原盛浩（関西大学） 司会者：宮崎久美子（東京工業大学）

12：00～
12：45

特別報告
「平成30年版  情報通信白書」を読み解く
報告者：富岡秀夫（総務省）

M253教室 M251教室 156教室
午後 会場D 会場E 会場F

13：30～
15：00

第5世代（5G）通信の電波利用基盤
─米国5Gオークションと「タワー事業」
を参考に─
鬼木甫（情報経済研究所）

「通信の秘密」とプロバイダ責任制限法
斉藤邦史（慶應義塾大学）

規範・法オントロジーの海外事例と我が国
の無線関連法規定のオントロジー的考察
森田英夫（DTK）
島崎誠彦

討論者：辻正次（神戸国際大学） 討論者：海野敦史（総務省） 討論者：田中絵麻（マルチメディア振興センター）
日本が攻めのIT投資へ転換し辛い原因を3
つの仮説を通じて考える
杉原佳尭（グーグル合同会社）

積極的サイバー防御と通信の秘密
〜インターネット時代にふさわしい「通信
の秘密」再考〜
田川義博（情報セキュリティ大学院大学）
林紘一郎（情報セキュリティ大学院大学）

オープンデータに関わる政策推進部署とデ
ータ保有部署の関係
本田正美（東京工業大学）
梶川裕矢（東京工業大学）

討論者：庄司昌彦（国際大学GLOCOM） 討論者：高橋郁夫（弁護士） 討論者：井上淳（慶應義塾大学）
地域金融に内包される情報の非対称性に関
する一考察
篠崎啓嗣（しのざき総研）

NHK放送受信契約における受信者の法的
地位─最高裁判所大法廷平成29年12月6日
判決を素材として─
磯本典章（成蹊大学）

米国における政権交代とオープンデータ政
策とスマートシティ政策の継続性と変容
─データ活用における都市間ギャップと産
官学連携の視点から─
田中絵麻（マルチメディア振興センター）

討論者：宍倉学（長崎大学） 討論者：西土彰一郎（成城大学） 討論者：生貝直人（東洋大学）
司会者：庄司昌彦（国際大学GLOCOM） 司会者：高口鉄平（静岡大学） 司会者：藍澤志津（マルチメディア振興センター）

休憩（15分）
15：15～
16：30

モバイルコミュニケーション研究会
報告１「地域の課題解決に向けたモバイル

メディアの参加型デザイン」
報告者：岡田朋之（関西大学）
報告２「ゲーム空間と実空間の接合が生成

するセカンドオフライン状況に関す
る試論」

報告者：吉田達（東京経済大学）
討論者：伊藤耕太（博報堂）
司　会：小笠原盛浩（関西大学）

インターネット政治研究会
「米韓で進むフェイクニュース対策：新た
な規制導入か？」
報告１「韓国におけるフェイクニュースの

法的規制の動き」
報告者：李洪千（東京都市大学）
報告２「デジタルコンテンツを識別する技

術的な困難とフェイクニュースの
法とポリシーの今後の辿る道を考
える」

報告者：ミラー・ジェームズ（連邦通信委
員会）

討論者：中溝和孝（総務省）
司　会：清原聖子（明治大学）

地域メディアプラットフォーム研究会
「メディア・ローカリズムの新次元─地域
ニュースの公共的使命」
報告者：神野新（情報通信総合研究所）

：上原伸元（東京国際大学）
：趙章恩（東京大学）

司　会：菅谷実（白鴎大学）

■個人研究発表　☆9：30受付

おことわり：プログラムは、一部変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。

（敬称略）


